
「Stop Jap!」 :

70年代末から80年代初頭にかけての日本の音楽シーンの新しい流れ-

未だ書かれざる日本の「パンク」論をめぐって

アンニャ・ホップ

【パンク・ロックpunkrock】1)

「1970年代,体制化・複雑化したロック音楽への反発か

ら始まった,攻撃的で強烈な音楽」2)

I.はじめに

「パンク」あるいは「パンク・ロック」と呼ばれ

るポピュラー音楽に属している音楽ジャンルは70

年代中頃からニューヨークで展開し,ヨーロッパへ

渡り,特にイギリスで大ブームを引き起こした。 80

年代に入ってからパンク音楽はニュー・ウェーブ,

ハードコアなどに複雑化し多重的に展開していき,

それ以降,現代に至って様々な地域で様々なポピュ

ラー音楽の流れに大きな影響を与えている。当時の

「バンク」音楽はそれに関わっているミュージシャ

ン,フアンに60, 70年代のロック音楽や産業とし

ての音楽業界に対してだけではなく,社会,椎威,

権力を持っているいわゆるエスタブリシュメントを

代表する価値観に対しての強烈な反抗や拒否のエネ

ルギーを発揮した。あくまでもマイノリティーの動

きから,欧米の音楽業界,メディア.ミュージシャ

ンたち,若者のフアンたちなどに色々な意味で大き

な衝撃を与えていた。その強烈なインパクトによっ

て.イギリスでこの「パンク」音楽は現象としてそ

の発生の直後から特にイギリスのカルチュラル・ス

タデイ-ズの中で幅広く研究対象として議論されて

きた3)。

しかし,北米,ヨーロッパだけではなく,ほぼ同

時に日本でも「パンク」音楽が発展していった4)0

欧米よりやや遅いタイミングでピークに向い,それ

に日本の当時のポピュラー音楽シーンともまた違う

カラーで,欧米とは異なった要素を持ちながらにぎ

やかなパンクシーンが日本のあちこちの地域でムー

ブメントとして起こっていた。 「パンク」音楽は70

年代末から80年代初頭にかけて日本のサブカルチ

ャーの一つとして,成立した音楽ジャンルとして捉

えることができるであろう。

それにも関わらず,欧米の学問の世界では欧米の

「パンク」は論じられても,日本における「パンク」

は論じられていない。欧米の「日本学」の中でも日

本の「パンク」は今まで研究対象になっていない。

また日本国内のポピュラー文化の研究の中でも日本

における「パンク」は未だに調査されずほとんど取

り上げられていない。そうなると.この論文は日本

における「バンク」音楽について著者が知っている

かぎり初めての論考になる。

本稿5)は,先ずどんなきっかけでEl本における

「パンク」をとりあげることにしたかということと

同時に,そこからどんな視点からどんな学術的コン

テキストでこのテーマを見ているのかを説明する。

そして欧米や日本の「パンク」音楽・現象を紹介し

て,例として日本で80年代初頭に活躍した「パン

ク」バンドmeStalinを取り上げて,彼等がどんな

活動をしたのかについて分析をこころみる。次いで,

今まで欧米でこの「パンク」現象がサブカルチャー

の一つとしてどう論じられてきたのかに触れた上

で,日本国内のポピュラーカルチャー研究が日本の

「バンク」をなぜ今まで学術的枠組みで取り上げて
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こなかったのかについて考えたい。

ポピュラー音楽を学術的に取り上げるのは簡単な

ことではない。文学とちがって,そもそも聴覚で受

容する感情に直接メッセージを送る音の組み合わせ

という現象である音楽は人文科学の学術的な方法で

は把握しにくい。常に変わりつつあるポピュラー音

楽になるとより一層難しいことになる。そのために

それらの音楽を音楽学の視点よりもこの論文の中で

は「パンク」音楽を社会的な現象として捉えて,そ

の背景にある社会的なコンテキストについて考察し

ながら,テクストを読み解く方法を選んだ。しかし,

上に述べたように日本の「バンク」についての資料

はかなり限られており,今までの学術調査が少ない

ため,この論文では限られた範囲内で日本における

「バンク」というテーマをごく一部分しか紹介でき

ない。はじめてのこころみであるので,日本の「パ

ンク」という若者現象を全般的に整理した上での分

析というよりは,これからの本格的な研究の前段階

と位置付けてもらいたい。

Ⅱ.きっかけ・視点・学術的コンテキスト

1.きっかけ

日本の「パンク」音楽を研究対象にするに当たっ

ては幾つかのきっかけがあるのだが.その内の一つ

として,個人的な過去を遡るとドイツで過ごした青

春時代にイギリス・ドイツのパンク音楽に没頭した

時期があったことは否定できない事実である。 16

才から18才ごろまでの極めて短い期間であったが,

自己のアイデンティティを確立する過程の中で不可

欠の経験となった。 20年後の今,その時の「パン

ク」音楽を通じて感じた拒否的なエネルギーが自分

自身にどんな意味をもたらせたのかという記憶を辿

り,時を経た現在こそ学術的な視点から見つめるこ

とができるだろう。この意味で当時パンクフアンで

あった筆者は日本における「バンク」を「内」から

も「外」からも観察できる両方の視点を働かせるこ

とができる。

ドイツの大学で「日本学」を専攻している時に.

日常生活を把超しようとした今和次郎の考現学5)に

触発されて,日本のポピュラー文化という分野へ視

点を拡大してきた。日本在住歴ほぼ10年の内に.

日本の様々なサブカルチャーを,特にポピュラー音

楽を知るにつれて.日本の70年代末から80年代初

頭にかけて活躍していた数々のパンク・バンドと出

会ったわけである。そこで日本の「パンク」と欧米

の「パンク」は違うが類似している要素もあること

に気が付いたのである。音楽という普遍的な性質に

ついて驚くと同時に, E]本の「パンク」をどう学術

的に捉えることができるかという問題が浮かんでき

たのである。著者にとって異文化の中で生まれた

「パンク」音楽は不思議なことにとても身近に感じ

られたことが, 「日本学者」である私にとって非常

に興味深い研究動枚になった。 「自分の文化と違う,

でも似ている-似ている,でも違う」と感じること

は,異文化を把握するための重要な出発点である。

しかしそれよりも「日本学」が日本の文化を考察す

る時,時間的にも空間的にも多重的で複雑な日本の

「文化」をどうやって明確にできるのか,が常に取

り組んでいる一つの大きな問題意識なのであった。

2.視点

1999年から2002年までの立命館大学国際言語文

化研究所の「ジャパノロジー研究会」日の中でも主

要に議論していたテーマの一つが,従来. 「日本」

を全体的に取り扱っている欧米の学問である「ジャ

パノロジー」は「日本」に関するある事柄をどう見

るべきであるのか,どんな方法や理論が研究のため

に応用できるのかということであった。それは本来,

ほとんど文献の研究に基づいている欧米の「日本学」

の中で,特に日本の現代社会に溢れている視覚資料,

ポピュラー文化に属しているものをもっと幅広く分

析する必要があるという問題意識であった。この日

本の社会現象や日常生活,広い意味でとらえている

文化,生活行為を研究することで,オリエンタリズ

ム的な「日本人論」や西洋中心主義の落とし穴に陥

らないようにどう向きあえば良いのかという問題も

その研究会で議論してきた。その議論の結果がある

としたら,簡単に言うと,比較的なおかつ学際的な

視点を置くべきだということである。特殊な文化と

して「H本」を取り上げるのではなくて,日本に関

するある事柄を他の文化圏の何かと比較すれば,よ
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り理解が深化し,次の間鴇提起へつなぐことが可能

となると考えたのである。そこで,本稿で日本の

「パンク」音楽を論じる際もそういう視点から論じ

ていきたい。

3.学術的コンテキスト

伝統的に西洋中心の学術的な視線や歴史を持って

いる欧米の「ジャパノロジー」の枠組み8)では, 90

年代から視点を広げはじめ,オリエンタリズム論,

ジェンダー論,カルチュラル・スタディーズ9)など

の新しい理論を取り入れながら,日本のポピュラー

文化を多角的に研究するようになった10)。音楽に関

しては演歌11)カラオケ　J-ポップ13)やテクノ

音楽14)を研究対象にしている調査が例として挙げ

られる。それらの研究をみるかぎり,サブカルチャ

ーの中に日本のマイナー音楽はあまり取り上げられ

ていないようである。その理由の一つとして考えら

れるのは,日本の社会を代表する現象などを海外で

紹介するのが欧米における「日本学」の役割である,

ということかもしれない。 「ポピュラー」だからこ

そ紹介する意味があるという動機が働いていると考

えられる。しかしながら,日本に限らず,複雑に絡

み合い常に変化する文化の中で重層的で多様なサブ

カルチャー15)の動きが共存している。サブカルチ

ャーは時勢の中で流行っているものへの反応,コメ

ントや反抗行為でもあり,日本の「バンク」音楽を

通じて,当時のツァイトガイスト(時代精神)を把

握するための手段としてこれを研究することは意義

深いことであろう。ここで先ず「パンク」現象や日

本における「パンク」音楽の主な流れを紹介する必

要がある。

Ⅱ. 「パンク」現象や日本における「バンク」

音楽: 「StopJap!」

1. 「パンク」現象

日本における「パンク」の本題に入る前に,欧米

のパンクやその特徴を簡単に触れておこう。

そもそも英語で「ゴミ,がらくた」などを意味す

る「punk」という青紫は北米のスラングでは「低

俗」, 「くだらない人間」という意味もあり.社会の

下層階級に属していたゲイの若い黒人の犯罪人や出

稼ぎ労働者などの若者グループの呼称として使用さ

れた。 「Punk」という言葉は最初に音楽に使われた

のはビートルズ,ローリング・ストーンズの影響を

うけた北米のティーンエイジャーロック音楽に適用

され,後にニューヨークで活躍したアヴァンギャル

ド・ロックバンドでジャンル名として使われはじ

め,イギリスの音楽ジャーナリストたちがイギリス

で1976年にデビューしたSex Pistolsなどの音楽への

ジャンル名として適用するようになる16)。

もともと性革命や反ベトナム戦争運動.ヒッピー

などの「カウンターカルチャー」として生まれてき

た60年代・70年代のアメリカ等のロック音楽は7

0年代の中ごろになると進歩しつつあるレコーディ

ング技術によって高い費用をかけて生産され,マル

チナショナルのレコード会社(EMI,CBS,RCA,

WEA-Kinney, Phillips-Polydor)などによって支配さ

れ,利益を得るためのスーパースターを作り上げ,

商品化された17)。ポピュラー音楽の商品化に対して.

ニューヨークで活躍したポップアートの中心人物ア

ンデイ・ウオーホールの周辺が「ヴェルベッド・ア

ンダーグラウンド」を始め, 「アメリカにおける前

衛的なロックに新しい流れをしめすきかっけになっ

た」　1974年から1975年にかけてしばらくニュー

ヨークに滞在したイギリスのアーチスト兼ミュージ

シャンであったMalcom Mclarenがこの音楽やパン

クファッションと呼ばれるスタイルをイギリスへ持

ち帰り, SexPistolsl　というバンドを結成した。こ

れで,パンク・ムーブメントが本格的に始まること

になる20)。 「パンク」のキーワードにもなっている

「アナーキー」はSex Pistolsのデビューシングル

「Anarchyin the U.K.」 (1976年)で登場し,もう一

つのキーワードである「ノー・フューチャー」は

1977年, 「God Save the Queen」の歌詞の中に出て

くる。イギリスの国歌を強烈にののしったこの曲は

レコード店などに販売を拒否されたにも関わらず2

0万枚も売れたのであった21)。インテリ系のニュー

ヨーク・パンクに対して, SexPistolsなどのイギリ

ス・パンクはまさに権威に対する労働者階級の声に

もなっていた。
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(イギリスでは)旧植民地からの移民の増加と

いう要素が加わり始める。さらに, 70年代に

入ると景気の後退から,若年層の失業率が上昇

して,深刻な社会問題に発展することになった。

「パンク」はまさに失業と人種の問題が社会的

に注目されはじめた時期にその間題の中心から

飛び出した音楽だった巴)0

パンクやパンクロッカーたちは社会のすべての

「拒否」を擬人化した現象でもあった。サブカルチ

ャーとして生まれたパンクの原点は掴みにくいが,

ニューヨークのパンクが音楽スタイルを発見して,

イギリスのパンクはそれに独特の衣服スタイルや政

治的なメッセージを加えたという意見もある23)。

体系化された当時のロックに対して, 「パンク」

音楽の特徴としては, 50年代の「クラシックロッ

クンロール」の基づいているストレートな形で,限

られたコードを使用しながら,速くヘビーなリズム

からなるビートに,歌うより叫ぶヴォーカル・スタ

イルを加えた要素から成り立つ.こういうヴォーカ

ル・スタイルはおそらく当時のポピュラー音楽に対

するもっとも大きな新しい要素になったと言われて

いる24)。音楽だけでなく,態度,生き方,ファッシ

ョンなどでも「パンク」は極めて挑発的なスタイル

であった:

切り裂かれたがらくた同然の衣服と,スパイク

のような林立する頭髪, (中略)つばを吐いた

り,ヘビを吐いたりすることや,フアン雑誌の

作り方,反逆のポーズと「空虚」,むちゃくち

ゃな音楽演奏等(中略)パンクの衣服は,いわ

ば衣服による,ののしりだった25)。

こういった音楽スタイルが象徴する「パンク」的

活動は3つの大きな要素からなる。 1.音源の自

作:レコード会社の契約に基づいて,大きなレコー

ド会社のスタジオで録音するのではなく,地元で自

分達で作る。 2.生産や配給もいわゆるインディペ

ンデントレーベルで行ない,レコード店などのパン

ク同士のネットワークで売買する。 3.日分達のメ

ッセージ,情報など自己制作の「ファンジン」とい

うコラージュ式の雑誌(ミニコミ)でフアン達と密

接な形でコミュニケーションを取る26)。こういう

Do-it-yourselfという戦略の結果,大手音楽産業は不

必要になる.誰でもスターになれる,要するにロッ

ク・スター自体が否定される。

ニューヨークやイギリスの「バンク」はあらゆる

地域で波紋を起こし,ヨーロッパでも色々な変化を

しながら展開を見せているが,次に日本の「パンク」

シーンはどういう背景で,どういう表現でどのよう

な違いを見せながら現われているのかを検討してい

^ara

2.日本における「パンク」音楽

日本の社会・経済は欧米の各国と類似した形で民

主主義や資本主義という枠組みで戦後の復興期から

70年代にかけて急速な消費社会へ展開していく。

1968年.霞ケI削こ超高層ビルが護生し, 1970年大

阪万国博覧会が開催され, 1971年カップヌードル

が発売,同年銀座でのマクドナルド第一号店がオー

プンする。さらに1972年札幌オリンピック開催,

1973年の第一次オイルショックを経て1975年ごろ

より高度成長はその後安定期に入っていく。同時期

の若者の動きをみてみると,反安保・成田空港反対

闘争などの学生運動がより一層過激化し,日本赤軍

などの武装派までが登場する。街ではヒッピー・フ

ァッションが流行し,ロック喫茶がそういう若者た

ちでにぎわった。

ポピュラー音楽では,アメリカで1969年に開催

された50万人も集まったウッドストックの影響を

受け,日本でも1970年以降ロック・フォーク・フ

ェスティバルが全盛期を迎え,ニュー・ミュージッ

クと呼ばれる日本のフォークやロックが大流行し,

体系化していく。

ときは70年代後半o　サザン・オールスターズ

やチューリップ,ツイスト,ゴダイゴらの歌謡

ロックやニュー・ミュージックがチャートの上

位を占め.テクニック志向のフュージョンが人

気を集める㌘)0

そのようなロックやフォークに対してキャンディ

ーズ28) (1973-1977)やピンクレディー(1976-

1981)のような女性アイドルグループが大人気を呼
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んで, 1975年からはブランド志向がはじまり,ブ

ティック等が入ったファッションビルが東京で目立

つようになり, 80年代のバブル経済への前兆が窺

える。

アンダーグラウンドでは後に日本の「パンク」の

ルーツの一つとして位置付けられている1969年結

成の「頭脳督寮」 (1969-1975, 1993年再結成)が

学生運動や成田空港反対運動にも積極的にコンサー

トで参加していた。 「頭脳芋寮」は中村治雄(パン

タ)と石塚俊明(トシ)の2人組で,音楽的には

「バンク」よりフォークやロックに属しているだろ

うが,歌詞のメッセージが日本の当時の社会に対し

て極めてラディカルや政治的な批評を含んでいる。

そのためファースト・アルバムが1972年リリース

前に発売禁止,セカンド・アルバムもリリース2ケ

月後発売禁止となった盟)。その背景で,安定してき

た中級階級や消費社会に対する拒否,挑発的な態度

で「パンク」が日本でも燃え出す。

音楽生産の面では, 60年代から70年代にかけて

東芝EMI,クラウン,徳間音工, CBS,ソニー,日

本フォノグラム,ワ-ナ-・パイオニア,キヤニオ

ン,東宝などの大手レコード会社が発足し,若者層

を新たな儲かるターゲットとして見出した30)。その

結果,日本でも「パンク」音楽のような利益を生み

出さない音楽は少なくとも80年代初頭までにアン

ダーグランドに放逐された。大量生産と大量販売に

よる効率的な利潤追求,また戦後レコード協会によ

ってもうけられるようになった倫理規定などは実質

的にマイノリティーの表現を市場から排除していた

と言えるだろう31)。

当時の証言を信じるなら. 「バンク」音楽は日本

の音楽シーンではおそくとも1970年代後半から

段々耳にするようになったことになる1976年に

雑誌Zoo (No.6)でニューヨーク・パンクの

Ramonesが紹介されてから,その年の後半に東京

FMの深夜放送等に「バンク」音楽がオンエアーさ

れ, 1977年に次々とイギリスなどのパンク・アル

バムが国内でリリースされた32)。

「ニューヨーク・パンク」のキャッチフレーズ

は,リチャード・ヘルのrブランク・ジェネレ

-ションj (空自の世代),ロンドンはバズコッ

クスの「ポーダム」 (退屈)という言葉が当時

の気分をよく言い表わしている。原宿あたりで

ボンデージ・パンツ,ガーゼのTシャツ,安全

ピンのファッションが見られるようになってき

tz:

1978年に「東京ロッカーズ」 34)という名前で幾つ

かのバンドが小さいクラブなどでライブ活動を始め

る。このイベントの中核となったのはFriction, S-

KEN,紅輔賜(後にリザードと改名),ミラーズ,

ミスター・カイトなどだった　FrictionのVo&Bの

レックは1977-1978年ニューヨークに滞在し,パ

ンクの最先端に参加している。 「英米のパンクをた

だ受容するだけでなく,自分たち自身で何かをはじ

めなくてはならない」35)ただ,ここでイギリスな

どの欧米との相違点として挙げられるのは,欧米の

パンクバンドの多くが初心者同然で音楽をはじめた

のに対し. 「東京ロッカーズ」のバンドたちはすで

にミュージシャンとしての経験を積んでおり,若い

世代にはいわゆる「ポストパンク」,つまり「すで

に過ぎ去ったパンク」音楽として映っていたという

点である。 「彼等がこのときから,いわばrポス

ト・パンク」的な視座を獲得していた」 36)。それは

ともかく,不定期で「東京ロッカーズ」に参加した

バンドは全国的にライブ活動を展開し. 10代の若

者やのちに「パンク」に没頭するミュージシャンた

ちに大きな影響を与えたことは間違いないであろ

う。 「東京ロッカーズ」や欧米の動きから刺激され

た全国の若者が次々「パンク」バンドを組みはじめ

たのである1979年開催「東京ニューウェイブ79」

というギグにはもう少し若いバンドにも参加するよ

うになり,さらに1979年夏に新宿ロフトで1週間

に渡って行われたコンサート「ドライブ・トウ・

'80s」を最後に「東京ロッカーズ」の中核だった5

バンドが共同活動を停止する。その内.若い世代の

パンク・バンドが東京や地方を拠点に結成されるよ

うになり,日本での「パンク」がかなりの盛り上が

りを見せる。東京でThe Stalin (1980-1985年),名

古屋ではスター・クラブ(1977年結成)やThe原爆

オナニーズ(1982年結成),関西ではINU (1979-
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1981年),ラフイン・ノーズ(1981-1991年, 1994

年再結成)等が活動を開始する37)。この限られたス

ペースでは各バンドを取り上げることができないた

め,次章でTheStalinに焦点をあてて,その動き,

性格,特徴をさぐることにする。

日本の場合, 「バンク」の音源はメジャーレーベ

ルでもリリースされたが38)大体のケースは自作で

音源を録音,ソノシートなどの媒体で自主レーベ

ル39)からリリースされた。多くのファンジンを通

じて,フアンとの密接な関係の中で日本のパンクシ

ーンが展開されていた。こういう意味では,日本に

おける「パンク」は根本的に欧米の「パンク」の特

敬(in. 1.を持ち,しっかりと「パンク」思想

に基づいていた。しかし,特にインディペンデント

レーベルの豊宵さや,東京だけではなく地方でも熱

狂的なフアンをもち,それぞれの特色ある音楽スタ

イルを発展させたことは日本の「パンク」の特徴と

言える。日本の70年代末から80年代初頭に音楽業

界と独立した形で音楽活動を行なった「パンク」バ

ンドのネットワーク,自分達が経営したレコードレ

ーベルと大手レコード会社との関係などの分析はま

た別の論文で述べたいと思う。

3. TheStalin: [StopJaplJ

日本でもある程度「パンク」が定着してきた

1980年,東京に'IheStalinというバンドが登場する。

1950年生まれの遠藤ミチロウ(Vo.&B.)が結成し

たThe Stalinは, 1980年の結成から1985年の解散ま

で東京を中心に日本全国で多数のライブ活動を行な

い,その強烈なパフォーマンスで一躍日本のバンク

シーンで有名になる。遠藤ミチロウが現在もギター

一本で音楽活動を続けていることから, The Stalin

をバンドとして本格的な反音楽業界的と呼ぶべき活

動を行っている日本の「バンク」の象徴として取り

上げることにした。なお,この調査はあくまでも初

めての試みであるため,分析は表面的なものにとど

まるが,これからの研究に期待していただきたい。

TheStalinは自らのレーベル「ポリティカルレー

ベル」を1980年に設立し, me Stalinの最初の音源

「電動こけし」 (ソノシート) 8月にリリースする。

翌年81年中ごろ「スターリニズム」 (7インチ・レ

コード)から,同年12月初回2000枚を直ちに完売

したファーストアルバム「Trash」も同様にリリー

スする1982年に「StopJap!」や1983年に「虫」と

いうアルバムで徳開音工という大手レコード会社か

らメジャー・デビューを果たし, 2枚もオリコンチ

ャートに入るほどの売上をみせる40)。

The Stalinのバンド名は「世界中で一番嫌われて

いるから」 41)という理由でつけられたもので,政治

やイデオロギーに対する強烈な反抗精神やシニカル

なユーモアがこのバンドの特徴としてあげられる。

遠藤はライブの際,ステージからオーディエンスに

豚の内臓や生ゴミを投げたり,裸で演奏したりした。

こうした行為は当時の消費社会,その中でマイホー

ムを建てるためにこつこつと働いていた中流階級を

代表している価値観に対する反発に他ならなかっ

た。また,遠藤本人の「それまで見せちゃいけなか

った物をみせっちゃえっていう感覚だけなんだよ

ね」 42)という発言から分かるように,上下関係的な

スターとフアンの間の距雑感を克服することも試み

た。ステージの上にいる人やステージの下で聞いて

いる人をショッキングな行為によって結ぶことで,

その場にいる参加者達から自己に対する視点転換を

強く求めていた。

情報の「受け手」だと思い込んでいた聴衆が

「過激」 「スキャンダラス」 「変態」等と言われ

た数々の挑発的なパフォーマンスにより,刺激

され,内面に抱え込んでいた意識をひきずり出

されたあげく,果ては客の方が暴徒と化しその

場の主役となっていく43)。

社会の中に存在している,人を支配しているすべ

てのイデオロギーへの不信感をバンド名からだけで

はなく,こういうショッキングな行為によっても意

識させることがまさにneStalinのコンセプトでも

あるようにみえる。

遠藤本人が語る「スターリンはバンドじゃなくて

メディアだ」 44)という言葉からもTheStalinはメデ

ィアの意味や力を明確に把握した遠藤の公衆への訴

えとして理解できる。

The Stalinの音楽はそのスピードと繊細なギター
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ワーク,そして遠藤の絶叫ヴォーカルが特徴である。

歌詞が時に文学的で,シュールで,想像力に溢れた

コミカルさにもあるという例として「玉ねぎ畑」45)

「ソーセージの目玉」 「梶棒」などが挙げられる。時

には戦後日本の左翼右翼両方に対する強いイデオロ

ギー批判としても捉えることができる。この意味で

「頭脳警察」のシステム批判にとどまったメッセー

ジをさらに超えている。それは「ロマンチスト」と

いう曲の最後で遠藤の声がただ「～主義者」をめち

ゃくちゃに並べていることにもよく表れている:

「(中略)おまえはアナーキスト　ナショナリスト

スターリニスト　オポチュニスト　スタイリスト

フォーマリスト　リベラリスト　ヒューマニスト

ソーシャルスト　イスト　イスト　イスト!　お

前!」。

また, 1982年にリリースされた「StopJap!」のタ

イトル曲でもある「StopJap!」の中には次のような

歌詞がある:

おいらは悲しい日本人,西に東に文明乞食

北に南に侵略者

中央線はまっすぐだ

ほらおまえの声きくと　頭のてっぺんうかれ

出し

見分けがつかずにやりだして

帝国主義者がそこらで顔を出す

おいらはいつでも愛国者　お国のことを考える

愛する母よ　愛する父よ　あいそがつきても

まだつきない

ほらおまえの声きくと　頭のてっぺんうかれ

出し

見分けがつかずにやりだして

帝国主義者がそこらで泣き出した

おまえはいったい何人だ　おまえはいったい

何人だ

おまえはいったい何人だ　おまえはいったい

何人だ

ほらおまえの声きくと　頭のてっぺんうかれ

出し

見分けがつかずにやり出して

帝国主義者がそこらで笑い出す

StopJap! StopJap! StopJap! …

つぶしてしまえ　つぶしてしまえ

StopJap! StopJap! StopJap! …

キーワードとして使われた,日本人を見下したア

メリカ英語のスラングであるUap」, 「帝国主義者」,

「お前は何人だ」という三角関係は日本の近代史へ

のコメントとして,アメリカと日本の実に複雑な政

治関係や被害者であるEl本と加害者であるH本の複

雑な歴史観だけではなく,若い世代のそれに対する

不信感や拒否としても読み取れる。日本人である

TheStalinがこのように「国」やそのイデオロギー

である「～主義」を見事に見抜いている。

むろん, TheStalinは日本における「バンク」シ

ーンのごく一部でしかないことは事実であるが,少

なくともこのバンドの活動から,次のような問題提

起が考えられる。日本における「パンク」の中の個

人や国によるイデオロギーとの関係やそれに「自

己・他者」の間題,日本の「パンク」の性意識や女

性像,日本の音楽業界とインディペンデントレーベ

ルとの摩擦や相違関係,日本における「パンク」が

欧米の「パンク」と違ってその環境である日本の社

会に対して何を拒否したのか,それは何故か,その

ことで現在の音楽シーンにどんな影響があったのか

等の様々な角度からの分析の余地がまだまだ残され

ているのではないだろうか。

Ⅳ.結び:未だ書かれざる日本の「バンク」論

「パンク」音楽の誕生からほぼ20年が経った今

現在.この独特な音楽スタイルが様々な形で様々な

コンテキストで振り返られて,再認識されつつある。

例えば,ドイツでは90年代に入ってから多数の

「パンク」に関する文献が発表され`16)ベルリンや

ハンブルクやドイツの「パンク」の発信地でもあっ

たデュッセルドルフの国立美術館で2002年ドイツ
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の「パンク」史を振り返る展覧会まで行なわれた47)。

欧米では,上に述べたように, 「パンク」現象を

学術的に探る様々なアプローチがなされている。イ

ギリスでは1970年代後半にパンクが登場した直後

に「パンク」という現象が学術的な分析や研究の対

象となった。特に文化を政治的に理解しているイギ

リスのカルチュラル・スタディーズがすぐに「パン

ク」現象の解釈を試みた。特にイギリスのDick

Hebdige著のSubculture: The Meaning ofStyle*　とい

う画期的な分析では「パンク」をイギリスの戦後の

サブカルチャー史に位置付け,解釈している。スタ

イルという切り口で記号学的なアプローチを取りな

がらサブカルチャーの表現でもある衣服などの意味

を読み取り, 「パンク」を「レゲエ」という移民の

若者現象と照らし合わせながら,人種間題にまで展

開している。サブカルチャーとしての「パンク」を

解釈するために,理論としてマルクス主義の文化や

イデオロギー概念をRoland Barthesの記号学の方法

で解釈していく<9)

「パンク」をダダなどのアート・ムーブメントと

並べて解釈するアプローチはMarcus Greilが1981年

に発表したLipstick Traces: A Secret History of the

Twentieth Centurダ)である。他に「パンク」論とし

てジェンダー論のアプローチをとっているLauraine

Leblanc著のPretty in Punk�"というフィールドワー

クの方法をとっている調査も「パンク」論の一つの

例として挙げられる。

日本でも90年代からミュージクプレスの中には

欧米の「パンク」に加えて,日本の「パンク」の再

認識や総括が試みられている52)。日本の「パンク」

の特徴とも呼ぶべき,当時は少数枚数でインディペ

ンデントレーベルでリリースされたアルバムも再び

メージャーレーベルで発売されている53,。

それにも関わらず,第-草でも述べたように日本

で起きた「パンク」については海外のカルチュラ

ル・スタディーズの枠内は音うまでもなく,海外の

「日本学」の枠組みの中でも,未だに学術的な研究

対象としては取り上げられなかった。それには幾つ

かの理由(例えば日本語の資料の困難や教が少ない

ことなど)が考えられる。しかし,何よりも日本で

起きたポピュラー音楽研究のなかにも日本の「パン

ク」音楽への調査が見当たらないのは何故であろう

か?今までで明確になったように,日本における

「パンク」音楽は当時の他界中のポピュラー音楽の

流れにしっかり位地づけられることができると同時

に独特の持ち味も発揮したと言えるであろう。

渡辺潤の興味深いrアイデンティティーの音楽　54)

は,ロック音楽を「メディア」 「若者」 「ポピュラー

文化」のキーワードで解釈していくのだが,日本の

音楽シーンがあまりに論じられていない。第14章

の「アイデンティティの音楽」の中にはアメリカや

イギリス以外のロック音楽が取り上げられているが

ペレストロイカのロシア,ベルリンの壁崩壊後のド

イツ,中国そしてアジア・アフリカの後に最後に

「日本におけるロック音楽」と題した章55)が並んで

おり,日本の「ロック」について僅か13枚ページ

に渡って論じてられている。この論文の最初に提示

した定義, 「バンク」あるいは「パンクロック」は

「1970年代,体制化・複雑化したロック音楽への反

発から始まった,攻撃的で強烈な音楽」は日本の音

楽シーンにも適用できることはこの論考で明確にな

ったように,日本でも「パンク」は体系化された日

本における「ロック」と密接な相互関係にあり,そ

れに対抗した反応でもある。しかし,続けて渡辺潤

は次ぎのように述べている:

新しい音楽の流れは当然.いちはやく日本にも

輸入された。しかしそれはやっぱり.新しいサ

ウンドやリズム.あるいはダンスや風俗として

のみとらえられ,その流行の核にある心や魂,

あるいはメッセージといったものに関心が向け

られることは少なかった。だからレゲエ,パン

ク,そしてラップが日本で新しい展開を見せる

ということはなかった56)。

ここに挙げられている「メッセージ-向けられるこ

とは少なかった」という点については異論がある。

確かに英米のバンクが日本における「パンク」に大

きな影響を与えていたし,その逆だとは言えない。

しかし,例えばThe Stalinの例でも分かるように,

日本の音楽産業に大きな影響を及ぼしたインディー

ズという存在は大きく日本における「パンク」から
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生まれたということだけではなく,日本語で歌うこ

とや歌詞の内容でも当時感じたその社会環境からし

か生まれなかった反応としても理解できる。ここは

どうしても欧米のロックなどを優性とする捉えかた

が働いているように思えてならないのである。とに

かく,まだまだ, 「パンク」について国内外の学術

枠組みで様々な視点や理論を入れながら研究すべき

課題がたくさん残されていると言えよう。
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